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88
移動展

考古学から探る

古代会津
―古墳・飛鳥・奈良・平安―



■
ま
ほ
ろ
ん
移
動
展
「
考
古
学
か
ら
探
る
古
代
会
津
―
古
墳
・
飛
鳥
・
奈
良
・
平
安
―
」
は
、
三
月
一
五
日
（
土
）
〜
五
月
一
一
日
（
日
）
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
観
覧
料　

一
般
・
大
学
生
二
六
〇
円
（
二
一
〇
円
）
／
小
中
学
生
・
高
校
生
は
無
料　
（　
　

）
内
は
二
〇
名
以
上
の
団
体
料
金
で
す
。

（表紙）三角縁神獣鏡　会津大塚山古墳
（会津若松市）※国指定重要文化財

考
古
学
か
ら
探
る

古
代
会
津
―
古
墳
・
飛
鳥
・
奈
良
・
平
安
―

（
新
編
陸
奥
国
風
土
記
﹇
巻
之
五
﹈
会
津
郡
・
耶
麻
郡
そ
の
二
よ
り
）

会期
3月15日（土）～
5月11日（日）

ヤ
マ
ト
政
権
の
誕
生
か
ら
天
皇
中
心
の
国
家
「
日
本
」

へ
、
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
歴
史
の
う
ね
り
は
、
ま

ほ
ろ
ば
の
地
〝
会
津
〞
ま
で
押
し
寄
せ
て
き
ま
し
た
。

古
墳
時
代
か
ら
平
安
時
代
ま
で
、
謎
に
満
ち
た
古
代

会
津
を
考
古
学
か
ら
探
り
ま
す
。

よ
う
こ
そ
、
あ
い
づ
の
「
い
に
し
え
」
へ

プ
ロ
ロ
ー
グ　
古
墳
時
代
の
幕
開
け

会
津
盆
地
に
お
け
る
古
墳
時
代
は
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し

て
始
ま
っ
た
の
か
を
探
り
ま
す
。

Ⅰ　
大
型
古
墳
と
鏡
の
時
代

四
世
紀
【
古
墳
時
代
前
期
】

四
世
紀
に
入
る
と
、
会
津
盆
地
に
は
大
型
の
古
墳
が
い
く
つ

も
つ
く
ら
れ
、
東
北
有
数
の
古
墳
地
帯
と
な
り
ま
す
。
そ
し

て
ヤ
マ
ト
朝
廷
と
の
深
い
つ
な
が
り
を
示
す
副
装
品
が
出
土

し
ま
す
。

Ⅱ　
謎
の
豪
族
居
館
と
鍛
冶
の
ム
ラ

五
―

六
世
紀
【
古
墳
時
代
中
―

後
期
】

五
世
紀
、
大
き
な
古
墳
の
つ
く
ら
れ
な
く
な
っ
た
会
津
に
、

突
如
二
重
の
堀
に
囲
ま
れ
た
豪
族
の
館
が
出
現
し
ま
す
。
ま

た
、
洪
水
に
よ
り
埋
も
れ
た
ム
ラ
が
、
現
代
に
よ
み
が
え
り

ま
す
。

Ⅲ　
溝
で
囲
う
ム
ラ
と
崖
に
並
ん
だ
横
穴
墓

六
―

七
世
紀
【
古
墳
時
代
後
期
―

飛
鳥
時
代
】

こ
の
時
代
、
溝
と
断
崖
に
囲
ま
れ
た
ム
ラ
の
姿
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
人
々
は
崖
に
横
穴
を
掘
り
、
お
墓
と
し
ま
し
た
。

Ⅳ　
姿
を
現
し
た
会
津
郡
衙　

八
―

九
世
紀
【
奈
良
―

平
安
時
代
】

な
が
ら
く
場
所
の
分
か
ら
な
か
っ
た
会
津
郡
衙
（
郡
役
所
）

の
有
力
候
補
が
、
最
近
の
発
掘
調
査
で
明
ら
か
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
古
代
会
津
は
焼
物
の
名
産
地
で
も
あ
り
ま
し
た
。

Ⅴ　
仏
都
会
津
の
始
ま
り
と
古
代
人
の
祈
り

八
―

一
〇
世
紀
【
奈
良
―

平
安
時
代
】

大
同
二
年
（
八
〇
七
）
名
僧
徳
一
が
開
い
た
と
さ
れ
る
慧
日

寺
、
そ
の
年
代
を
裏
付
け
る
創
建
時
の
遺
物
が
出
土
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
古
代
人
の
祈
り
と
は
。

エ
ピ
ロ
ー
グ　
次
な
る
時
代
へ

武
士
の
時
代
へ
、
時
代
の
流
れ
は
確
実
に
会
津
へ
も
押
し
よ

せ
て
き
ま
し
た
。

○
考
古
学
講
座
「
考
古
学
か
ら
探
る
―
古
代
会
津
の
謎
」

講
師　

当
館
学
芸
員
横
須
賀
倫
達

日
時　

四
月
一
九
日
（
土
）
午
後
一
時
半
〜
二
時
半

関
連
行
事

○
展
示
解
説
会

講
師　

当
館
学
芸
員
横
須
賀
倫
達

日
時　

四
月
一
九
日
（
土
）
午
後
二
時
四
五
分
〜

五
月
一
一
日
（
日
）
午
後
一
時
半
〜

見どころ1

内行花文鏡（破鏡）

わざと鏡を割り、破片を
大切に代々伝えたとされ
る「破鏡」です。ピカピ
カに磨かれ、すり減った
その鏡には、今でも当時
の人々の思いが宿ってい
るようです。

見どころ2
東北屈指の大古墳
会津大塚山古墳出土品
（会津若松市）　※国指定重要文化財

伝えられた秘宝　内ない行こう花か 文もん鏡きょう
（田村山古墳：会津若松市）　※県指定重要文化財

靱
ゆき

が出土した様子

卑弥呼の鏡という説もある
「三角縁神獣鏡」、いにしえの
文様が刻まれた漆塗りの盛矢
具「靱」など、現在も全国の
考古学者の注目を浴びる会津
大塚山古墳に再注目します。

見どころ3 洪水に埋もれた古墳時代のムラ
中平遺跡出土品

（会津坂下町）

中平遺跡案内図

今を遡ること1500年前、
洪水によりひとつのム
ラが姿を消しました。
そして現代、発掘によ
り再び姿を現したその
ムラは、私たちに当時
の人々の営みを教えて
くれます。

（会津坂下町）

見どころ4 小さなかけらに残された証拠
墨書土器「會」（会）

（郡山遺跡：会津若松市）

墨書土器「會」（会）

会津郡
ぐん

衙
が

（奈良・平安時代の郡役
所）は県下では唯一位置が分から
ず、「幻の会津郡衙」とも呼ばれ
ていました。ところが最近の発掘
でその位置を解明する鍵がみつか
ったのです。

移
動
展



回
答
者

歴
史
担
当

木
田　

浩

Ｑ
：
先
日
博
物
館
で
行
わ
れ
た
「
お
か
え
り
な
さ
い
！
ミ
ス

福
島
」
と
い
う
展
示
で
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

昭
和
二
年
当
時
、
日
米
関
係
は
険
悪
だ
っ
た
た
め
、
日
本
へ

留
学
経
験
の
あ
る
シ
ド
ニ
ー
・
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
氏
が
、
子
ど

も
の
純
真
な
心
に
国
際
親
善
の
種
を
ま
き
、
両
国
の
関
係
を

改
善
し
よ
う
と
、
一
二
七
三
九
体
の
ア
メ
リ
カ
人
形
を
日
本

へ
贈
っ
た
そ
う
で
す
。
日
本
で
は
そ
れ
を
受
け
て
、
資
本
主

義
の
父
と
呼
ば
れ
、
社
会
事
業
に
も
積
極
的
で
あ
っ
た
渋
沢

栄
一
が
中
心
と
な
っ
て
、
五
八
体
の
日
本
人
形
を
ア
メ
リ
カ

へ
贈
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
の
や
り
と
り
を
福
島
の

人
々
は
ど
の
よ
う
に
受
け
取
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
：
一
言
で
い
え
ば
好
評
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
会
津
地
方

の
様
子
を
中
心
に
、
当
時
の
新
聞
記
事
か
ら
そ
の
様
子
を
お

伝
え
し
ま
す
。
昭
和
二
年
当
時
、
親
善
人
形
の
記
事
が
『
新

会
津
』
と
『
会
津
日
報
』（
以
下
『
日
報
』
と
記
す
）
の
二
紙

に
合
計
十
四
件
確
認
で
き
ま
す
。
最
も
早
い
記
事
は
一
〇
月

二
四
日
付
『
日
報
』
の
「
可
愛
い
ヽ
米
國
人
形
―
二
十
六
七

日
頃
若
松
へ
―
」
と
報
じ
た
も
の
で
す
。
人
形
が
来
る
若
松

市
内
の
五
幼
稚
園
が
、
公
会
堂
で
合
同
の
歓
迎
会
を
催
す
と

報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
一
一
月
一
日
に
若
松
駅
に
到

着
（『
日
報
』
一
一
月
二
日
付
）、
同
月
一
一
日
に
歓
迎
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
（『
日
報
』
一
一
月
九
日
付
）。
ま
た
県
北
梁

川
で
も
保
育
園
所
蔵
の
当
時
の
写
真
か
ら
、
一
一
月
二
三
日

に
歓
迎
会
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

な
お
小
学
校
へ
の
配
布
は
多
少
遅
く
な
っ
た
よ
う
で
、
若

松
第
一
小
学
校
で
は
一
二
月
一
六
日
（『
日
報
』
一
二
月
一
六

日
付
）、
第
五
小
学
校
で
は
同
月
二
六
日
（『
日
報
』
一
二
月

二
七
日
付
）
に
、
歓
迎
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
猪
苗

代
小
学
校
で
は
一
二
月
一
三
日
に
歓
迎
会
が
行
わ
れ
（『
日

報
』
一
二
月
一
五
日
付
）、
郡
山
市
の
福
良
小
学
校
（
現
湖

南
小
学
校
）
に
残
さ
れ
た
昭
和
二
年
当
時
の
学
校
日
誌
か
ら

は
、
一
二
月
一
日
に
、
同
市
守
山
小
学
校
で
は
現
在
も
保
存

さ
れ
て
い
る
総
代
が
述
べ
た
「
歓
迎
の
辞
」
の
原
稿
か
ら
一

二
月
三
日
に
そ
れ
ぞ
れ
歓
迎
会
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
施
設
や
地
域
に
よ
っ
て
時
期
に
多
少
の
違
い
は

あ
り
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
送
ら
れ
た
人
形
が
歓
迎
さ
れ

て
い
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
歓
迎
ム
ー
ド
は
や
や
過
熱
的
で
あ
っ
た
と
み
え
、
一

一
月
三
〇
日
付
『
新
会
津
』
に
は
「
青
い
目
の
お
人
形
さ
ん

青
い
目
の
人
形
、

福
島
で
の
歓
迎
は
？

趣
旨
を
分
か
り
易
く
説
明
し
、
資
金
を
募
っ
た
こ
と
が
よ
く

伝
わ
る
内
容
で
す
。

　

し
か
し
こ
の
盛
り
上
が
り
が
あ
る
事
件
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。
そ
れ
は
山
形
県
内
で
起
き
た
詐
欺
事
件
で
す
。
一
一
月

一
七
日
付
『
新
会
津
』
は
、「
小
学
校
準
訓
導
」
の
二
五
歳
の

青
年
が
、
ア
メ
リ
カ
へ
人
形
を
送
る
資
金
と
し
て
、
児
童
の

父
兄
ら
か
ら
集
め
た
お
金
を
詐
取
し
た
と
報
じ
て
い
ま
す
。

日
米
親
善
交
流
の
盛
り
上
が
り
が
思
わ
ぬ
陰
を
も
た
ら
し
た

事
件
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
全
て
の
人
が
こ
の
交
流
を
、
手
放
し
に
喜
ん
で
い
た

わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
一
一
月
一
二
日
付
『
日
報
』
に

は
「
不
可
解
の
青
眼
の
人

形
」
と
題
す
る
現
在
の
社

説
に
通
じ
る
記
事
が
載
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ

カ
の
子
供
た
ち
か
ら
送
ら

れ
た
善
意
の
人
形
の
背
後

に
は
大
人
の
意
志
が
働
い

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

指
摘
し
ま
す
。
さ
ら
に
国

際
会
議
で
日
本
の
海
軍
縮

小
を
主
張
し
、
ア
メ
リ
カ

本
土
で
は
日
本
人
移
民
を
排
斥
し
て
い
る
と
い
う
事
実
に
、

ア
メ
リ
カ
の
意
図
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
い
う
疑
義
が
呈
さ

れ
て
い
ま
す
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
国
際
情
勢
の
中
で
、

親
善
交
流
事
業
に
素
直
に
賛
意
を
表
す
こ
と
の
で
き
な
い
記

者
の
思
い
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
こ
の
八
〇
年
前
の
親
善
交
流
事
業
は
、一
般
の
人
々

に
と
っ
て
は
温
か
く
受
け
取
ら
れ
て
い
た
と
考
え
て
も
良
い

で
し
ょ
う
。
そ
の
あ
か
し
が
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
複
雑
な

国
際
情
勢
を
経
て
も
な
お
、
奇
跡
的
に
廃
棄
さ
れ
ず
、
現
在

ま
で
伝
え
ら
れ
た
県
内
一
七
体
の
ア
メ
リ
カ
人
形
と
先
日
里

帰
り
し
た
福
島
絹
子
の
存
在
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

冬
の
展
示

「
南
会
津
の
地
図
・
絵
図
展

―
福
島
県
歴
史
資
料
館
の
資
料
か
ら
―
」

関
連
事
業

◎
歴
史
講
座

「
展
示
室
講
座『
南
会
津
の
地
図
・
絵
図
展
』の
見
ど
こ
ろ
」

平
成
二
〇
年
二
月
九
日
（
土
）

講
師　

当
館
学
芸
員　

高
橋
充

　

は
じ
め
に
南
会
津
の
現
在
の
地
理
や
、
江
戸
時
代
の
南
山

御
蔵
入
領
の
歴
史
に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
な
ど
を
ま
じ
え
て

説
明
し
ま
し
た
。
天
領
と
さ
れ
た
南
会
津
地
域
は
、
実
際
に

は
会
津
藩
に
よ
る
預
か
り
支
配
の
期
間
が
長
か
っ
た
こ
と
、

い
く
つ
か
の
村
が
ま
と
ま
っ
て
組
と
称
し
て
い
た
こ
と
、
村

の
絵
図
は
、
目
的
に
応
じ
て
、
集
落
・
耕
地
・
山
野
・
河
川

な
ど
を
描
く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
展
示
の
理
解
を
助

け
る
よ
う
な
内
容
を
お
話
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
展
示
室
へ
移
動
し
、
個
々
の
資
料
の
解
説
を
行

い
ま
し
た
。
展
示
室
を
歩
き
な
が

ら
解
説
す
る
合
間
に
、「
絵
図
は

ど
ん
な
人
が
書
い
た
の
？
」「
測

量
は
し
た
の
？
」「
郷
頭
っ
て
ど

ん
な
役
人
？
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
座
に
は
、
六
〇
名
を

超
え
る
参
加
者
が
あ
り
、
当
初
予

定
し
て
い
た
会
場
を
、
急
遽
変
更

す
る
ほ
ど
盛
況
で
し
た
。

（
歴
史
担
当　

高
橋
充
）

歴
史
美
術
テ
ー
マ
展
示

「
お
か
え
り
な
さ
い
！
ミ
ス
福
島
」

関
連
事
業

◎
記
念
講
演
会

「
80
年
前
の
国
際
交
流
―
人
形
交
流
は
人
間
交
流
―
」

平
成
二
〇
年
三
月
一
日
（
土
）

講
師　

答
礼
人
形
研
究
家　

高
岡
美
知
子
さ
ん

　

高
岡
先
生
は
着
物
の
生
地
で
仕
立
て
た
赤
い
素
敵
な
ブ
ラ

ウ
ス
で
登
場
。「
講
演
会
の
と
き
は
い
つ
も
こ
の
決
ま
っ
た

洋
服
で
、
気
合
を
入
れ
て
い
る
の
で
す
よ
」
と
微
笑
ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

講
演
は
ま
ず
、
ア
メ
リ
カ
製
の
世
界
地
図
を
示
す
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
ア
メ
リ
カ
が
真
ん
中
に
描

い
て
あ
り
ま
す
。
日
本
は
西
の
端
に
小
さ
く
見
え
ま
す
。
こ

れ
が
ア
メ
リ
カ
人
の
世
界
認
識
で
す
よ
、
と
高
岡
先
生
は
お

話
な
さ
い
ま
し
た
。

　

次
に
シ
ド
ニ
ー
・
Ｌ
・
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
と
渋
沢
栄
一
と
い

う
日
米
の
人
形
交
流
を
演
出
し
た
二
人
の
紹
介
。
昭
和
二
年

（
一
九
二
七
）
の
人
形
に
よ
る
日
米
交
流
に
つ
い
て
の
説
明

に
入
り
ま
し
た
。
と
く
に
今
回
の
展
覧
会
の
主
役
で
あ
る
答

礼
人
形
と
は
ど
ん
な
人
形
で
ど
の
よ
う
な
道
具
を
携
え
て
ア

メ
リ
カ
に
行
っ
た
か
に
つ
い
て
細
か
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

次
は
一
九
九
二
年
に
答
礼
人
形
と
の
出
会
い
。
そ
れ
か
ら
二

〇
〇
四
年
ま
で
続
く
現
存
人
形
の
探
究
の
旅
。
そ
の
先
で
出

会
っ
た
答
礼
人
形
の
現
在
の
姿
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

高
岡
先
生
の
講
演
の
底
を
流
れ
る
の
は
タ
イ
ト
ル
に
あ
る

と
お
り
日
米
の
「
人
間
交
流
」
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の

八
〇
年
間
、
紆
余
曲
折
波
乱
一
杯
の
日
米
関
係
で
し
た
が
、

そ
の
二
つ
の
国
の
間
に
は
親
善
を
支
え
て
き
た
民
間
の
人
び

と
の
努
力
が
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
も
そ
も
今
回
の
展
覧
会
も
現
在
の
所
有
者
ア
ラ
ン
・
ペ

イ
ト
さ
ん
が
昨
年
九
月
に
大
き
な
ト
ラ
ン
ク
二
つ
に
ミ
ス
福

島
と
そ
の
お
道
具
を
詰
め
込
ん
で
東
京
に
現
れ
た
の
が
端
緒

な
の
で
し
た
。
驚
く
高
岡
先
生
に
ペ
イ
ト
さ
ん
は
雛
祭
り
に

は
福
島
に
里
帰
り
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
望
ん
だ
の
で
し
た
。

そ
れ
で
高
岡
先
生
は
知
り
合
い
の
つ
て
を
頼
っ
て
終
に
こ
こ

県
立
博
物
館
に
声
を
届
け
た
の
で
す
。
偶
然
と
善
意
と
熱
意
。

そ
う
し
た
も
の
が
混
ざ
り
合
い
八
〇
年
後
の
日
米
の
さ
さ
や

か
な
交
流
に
な
っ
た
の
で
し
た
。
人
形
交
流
は
人
間
交
流
。

こ
の
言
葉
は
た
し
か
に
聞
き
入
る
私
た
ち
の
心
に
届
き
ま
し

た
。

（
民
俗
担
当　

榎
陽
介
）

イ
ベ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト

〜
引
っ
張
り
合
い
」
と
い
う
見
出
し
で
、
次
の
よ
う
な
記
事

が
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
坂
下
幼
稚
園
の
園
長
が
、
河
沼
郡

内
一
七
の
幼
稚
園
や
小
学
校
に
、
一
二
体
の
人
形
し
か
配
分

さ
れ
な
い
こ
と
の
不
公
平
感
か
ら
、
日
本
の
子
供
た
ち
が
、

ア
メ
リ
カ
の
子
供
た
ち
の
純
情
な
気
持
ち
へ
悪
感
情
を
お
こ

さ
せ
る
結
果
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
、
県
学
務
部
長
に
訴

え
た
と
い
う
も
の
で
す
。

　

ま
た
福
島
か
ら
も
答
礼
人
形
と
し
て
通
称
「
福
島
絹
子
」

が
ア
メ
リ
カ
に
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、
こ
の
際

学
校
や
幼
稚
園
で
は
子
供
た
ち
か
ら
、
そ
の
資
金
が
集
め
ら

れ
ま
し
た
。
先
ほ
ど
の
園
長
が
子
供
た
ち
へ
、
親
善
人
形
の

意
義
に
つ
い
て
分
か
り
易
く
綴
っ
た
手
書
き
演
説
原
稿
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
各
施
設
長
の
方
々
は
子
供
た
ち
へ
、
そ
の

日米親善アメリカ人形歓迎会の様子
私立梁川保育園蔵



夏
の
企
画
展　

予
告

宝
の
山
２
０
０
８

―
磐
梯
山
を
め
ぐ
る
人
と
自
然
―

　

会
津
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
磐
梯
山
を
共
通
テ
ー
マ
に
、

こ
の
山
を
め
ぐ
る
自
然
・
歴
史
・
文
化
な
ど
、
幅
広
い
内

容
を
紹
介
す
る
企
画
展
で
す
。
磐
梯
山
の
形
成
史
を
、
こ

れ
ま
で
の
火
山
層
序
の
研
究
に
基
づ
い
て
紹
介
す
る
コ
ー

ナ
ー
や
、
山
麓
に
暮
ら
す
人
び
と
、
明
治
の
噴
火
の
報
道

に
携
わ
っ
た
人
び
と
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
左
記
の
二
館
の
展
示
と
合
わ
せ
て
、
共
同
企

画
展
「
会
津
磐
梯
山
」
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

■
夏
の
企
画
展
は
、
平
成
二
〇
年
七
月
一
九
日
（
土
）
か
ら
九
月
二
三
日
（
火
・
祝
）
ま
で

会
津
地
方
の
産
育
儀
礼
と
祝
着

佐
々
木
長
生　
民
俗
担
当

　

三
月
二
二
日
（
土
）
か
ら
五
月
一
一
日
（
日
）
ま
で
、
歴

史
・
美
術
テ
ー
マ
展
示
「
さ
さ
や
か
な
み
や
び
―
子
ど
も
の

着
物
と
祝
い
の
装
い
」
を
開
催
し
ま
す
。
子
ど
も
が
誕
生
し
、

小
学
校
に
入
学
す
る
七
歳
ご
ろ
ま
で
着
用
す
る
着
物
や
産
育

儀
礼
に
着
用
す
る
祝
着
等
を
展
示
し
ま
す
。

　

主
な
展
示
資
料
は
、
平
成
一
六
年
に
当
館
に
寄
託
さ
れ
た

会
津
若
松
市
の
渡
部
元
真
氏
が
収
集
さ
れ
た
仕
事
着
を
中
心

と
し
た
「
渡
部
つ
と
む
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
中
か
ら
、
産
育

儀
礼
に
関
わ
る
子
ど
も
の
着
物
を
展
示
し
ま
す
。
同
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
は
東
北
地
方
の
仕
事
着
を
中
心
に
、
ア
イ
ヌ
民
族
の

衣
類
と
民
具
な
ど
も
あ
り
、
企
画
展
「
布
の
声
を
き
く
」（
平

成
一
八
年
度
）
や
「
樹
と
竹
」（
平
成
一
九
年
度
）
に
も
多
く

の
資
料
を
展
示
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
展
示
で
は
、
生
後
五
〇
日
（
女
児
は
五
一

日
）
に
鎮
守
の
神
に
初
宮
参
り
を
す
る
と
き
に
新
生
児
に
掛

け
る
カ
ケ
イ
シ
ョ
ウ
（
掛
衣
装
）
と
呼
ば
れ
る
祝
着
を
中
心

に
、
ウ
ブ
ギ
（
産
着
）
や
ヒ
ト
ツ
ミ
（
一
ツ
身
）
と
呼
ば
れ

る
紐
付
き
の
着
物
、
ユ
カ
タ
（
浴
衣
）
や
ハ
ン
テ
ン
（
半
纏
）

な
ど
を
展
示
し
ま
す
。
カ
ケ
イ
シ
ョ
ウ
に
は
、
鶴
や
亀
、
松

竹
梅
、
宝
尽
し
、
義
経
な
ど
武
者
絵
の
絵
柄
な
ど
縁
起
の
良

い
吉
祥
文
様
が
鮮
や
か
に
描
か
れ
た
も
の
が
多
く
、
親
た
ち

の
子
ど
も
の
無
事
成
長
へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

誕
生
か
ら
大
人
へ
と
成
長
す
る
子
ど
も
の
民
俗
に
つ
い
て
は
、

常
設
展
部
門
展
示
「
ふ
く
し
ま
の
子
ど
も
の
民
俗
」
で
紹
介

し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
あ
わ
せ
て
ご
覧
い
た
だ
き
、
子
ど

け
ん
ぱ
く
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
イ
ベ
ン
ト

も
の
着
物
に
あ
ら
わ
れ
た
祝
い
の
美
を
鑑
賞
い
た
だ
き
た
く

思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
成
長
を
祝
っ
て
親
た
ち
が
行
う
七
五
三
の
祝
い

で
は
、
現
在
で
も
全
国
的
に
子
ど
も
た
ち
に
同
じ
よ
う
な
晴

れ
の
装
い
を
し
て
お
宮
参
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
習
俗
は
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
、

ま
た
出
産
直
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
祝
い
の
儀
礼
は
い
つ
ご
ろ
か

ら
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
を
、
会
津
地
方
の
産
育
儀
礼

か
ら
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
津
地
方
の
民
俗
を
歴
史

的
に
位
置
づ
け
る
資
料
と
し
て
、
寛
文
五
年(

一
六
六
五)

・

貞
享
二
年(

一
六
八
五)

・
文
化
四
年(

一
八
〇
七)

の
風
俗
帳
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
民
俗
の
変
遷
を
知
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

現
在
の
会
津
若
松
市
北
会
津
町
中
荒
井
周
辺
の
貞
享
二
年

の
「
中
荒
井
組
風
俗
帳
」
に
は
、
出
産
時
の
「
う
ぶ
た
て
」

や
「
取
あ
け
姥
」、
五
〇
日
目
の
初
宮
参
り
、
百
日
目
の
「
喰

初
」
な
ど
の
記
述
が
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
に
着
せ
る
着
物

や
装
い
に
つ
い
て
の
記
述
は
あ
り
ま
せ
ん
。
文
化
四
年
の
風

俗
帳
に
な
る
と
、「
え
な
ぎ
」
な
ど
の
記
載
が
見
ら
れ
ま
す
。

現
在
の
会
津
若
松
市
の
「
若
松
風
俗
帳
」
に
は
、
若
松
城
下

の
子
ど
も
の
産
育
儀
礼
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
子
ど

も
の
祝
い
の
衣
装
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
産
後
七
日
の

「
一
と
夜
」
に
は
、
新
生
児
に
「
胞
衣
」
を
着
せ
祝
う
と
あ

り
ま
す
。
エ
ナ
ギ
に
は
、
背
守
り
と
い
っ
て
大
豆
や
ヤ
マ
ビ

コ
と
呼
ば
れ
る
山
繭
な
ど
を
付
け
ま
す
。
二
一
日
の
「
枕
下

げ
」（
枕
引
）
に
は
父
方
よ
り
、「
産
着
」
を
贈
る
と
あ
り
ま

す
。
胞
衣
は
エ
ナ
ギ
と
呼
ば
れ
る
単
衣
の
袖
無
で
、
ト
リ
ア

ゲ
バ
ン
バ
と
呼
ば
れ
る
産
婆
役
の
女
性
が
贈
る
慣
習
は
昭
和

三
〇
年
代
ま
で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
産
着
は
、
ツ
ッ
ト
シ

コ
な
ど
と
呼
ば
れ
る
一
ツ
身
の
着
物
で
、
紐
を
付
け
て
綿
を

入
れ
て
作
り
ま
す
。
一
一
月
一
五
日
に
は
、「
上
下
着
」
と
「
紐

解
」
が
あ
り
、
五
歳
の
男
児
は
裃
袴
を
着
て
、
男
女
三
歳
の

子
ど
も
は
着
物
の
紐
を
と
り
、
帯
を
締
め
る
よ
う
に
な
る
祝

い
を
行
い
ま
す
。
初
宮
参
り
の
カ
ケ
イ
シ
ョ
ウ
は
、
都
市
部

で
使
用
さ
れ
た
も
の
が
地
方
へ
、
一
気
に
普
及
し
て
い
っ
た

も
の
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。
現
在
の
七
五
三
の
祝
い
の
衣
装

の
よ
う
に
、
鮮
や
か
な
祝
い
の
文
様
の
世
界
が
全
国
的
に
展

開
さ
れ
た
も
の
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。

会
津
東
山
芸
妓
さ
ん
の
魅
力

あ
い
づ
芸
妓
振
興
友
の
会
、
東
山
温
泉
芸
妓
屋

協
同
組
合
の
ご
協
力
に
よ
り
、
芸
妓
さ
ん
の
華

や
か
な
唄
と
踊
り
を
鑑
賞
し
て
頂
き
ま
す
。
古

典
舞
踊
「
鶴
亀
」「
君
が
代
松
竹
梅
」
の
他
に
、

東
山
芸
妓
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
「
な
り
ま
せ
ぬ
節
」

な
ど
、
会
津
東
山
芸
妓
さ
ん
な
ら
で
は
の
ス

テ
ー
ジ
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

（右）カケイショウを掛けて初宮参り
会津美里町

（左上）カケイショウ　会津若松市
（左下）同上、背面

あべ弘士「どうぶつえん物語」より

研
究
ノ
ー
ト

ト
ピ
ッ
ク
ス

「日舞で彩る春のけんぱく」
4 月26日（土）午後 1：30 ～ 3：00
東山温泉芸妓の皆さん
県立博物館エントランスホール
入場無料
共催　あいづ芸妓振興友の会
後援　東山温泉芸妓屋協同組合

4月

5月

館長サタデープロジェクト　自然との共生―博物館に求められるもの１

「旭山動物園の奇跡を探る」
5 月31日（土）午後 1：30 ～ 3：30
旭山動物園長 小菅正夫さん
元旭山動物園飼育係・絵本作家 あべ弘士さん
館長 赤坂憲雄
県立博物館エントランスホール
入場無料

旭
山
動
物
園
に
学
ぶ

北
海
道
旭
川
市
の
旭
山
動
物
園
は
、
予
算
と
入
館
者
の

減
少
、
寄
生
虫
病
の
発
生
で
一
時
は
閉
園
の
危
機
に
立

た
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
逆
境
の
中
で
も
理
想
の
動

物
園
像
を
追
求
し
続
け
、
現
在
で
は
上
野
動
物
園
と
肩

を
並
べ
る
人
気
の
動
物
園
に
な
り
ま
し
た
。
園
長
の
小

菅
正
夫
さ
ん
、
元
飼
育
係
で
現
在
絵
本
作
家
と
し
て
活

躍
中
の
あ
べ
弘
士
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
旭
山
動
物
園
の

魅
力
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
未
来
を
探
り
ま
す
。

平成20年度は
ミュージアムイベントと
名称を新たにして、
毎月さまざまな

イベントを行います。
ご期待ください。

磐梯山噴火記念館（北塩原村）
「写真から見る1888年の磐梯山噴火」
7月 5日～11月16日

野口英世記念館（猪苗代町）
「磐梯山への想い
―野口英世の恩師・小林栄が遺したもの―」

7月 1日～11月30日



「
須
賀
川
の
絵
の
ぼ
り
製
作

―
鍾
馗
さ
ま
を
描
こ
う
」

講
師　

伝
統
技
術
保
持
者
大
野
青
峰
さ
ん

大
野
久
子
さ
ん

日
時　

五
月
五
日（
月
）午
後
一
時
半
〜
三
時

「
こ
い
の
ぼ
り
を
つ
く
ろ
う
」

日
時　

五
月
三
日（
土
）午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時
半

＊
展
示
解
説
員
が
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

＊
時
間
内
随
時
受
付　

所
要
時
間
二
〇
分
程
度

＊
昼
の
時
間
帯
一
時
中
断
有
り

＊
展
示
解
説
員
に
よ
る
常
設
展
の
案
内
で
す
。

＊
毎
週
土
曜
日
、
日
曜
日
の
午
前
一
一
時
と
午
後

二
時
か
ら
三
〇
分
ほ
ど
行
い
ま
す
。

＊
今
年
度
は
五
月
一
〇
日（
土
）か
ら
開
始
い
た
し

ま
す
。

＊
そ
の
他
、
行
事
等
の
詳
細
に
関
し
ま
し
て
は
、

月
行
事
予
定
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

四
月　

七
日（
月
）・
一
四
日（
月
）・
二
一
日（
月
）・

二
八（
月
）

五
月　

七
日（
水
）・
一
二
日（
月
）・
一
九
日（
月
）・

二
六
日（
月
）

六
月　

二
日（
月
）・
九
日（
月
）・
一
六
日（
月
）・

二
三
日（
月
）・
二
四
日（
火
）・
三
〇
日（
月
）

季
刊
博
物
館
だ
よ
り
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「
さ
さ
や
か
な
み
や
び

―
子
ど
も
の
着
物
と
祝
い
の
装
い
」

会
期　

開
催
中
〜
五
月
一
一
日（
日
）

「
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
ヒ
ー
ロ
ー

―
描
か
れ
た
中
国
の
英
雄
た
ち
」

会
期　

五
月
一
七
日（
土
）〜
六
月
一
五
日（
日
）

「
ふ
く
し
ま
窯
め
ぐ
り
２
―
相
馬
駒
焼
」

会
期　

六
月
一
七
日（
火
）〜
七
月
二
一
日（
月
）

「
日
舞
で
彩
る
春
の
け
ん
ぱ
く

〜
会
津
東
山
芸
妓
さ
ん
の
魅
力
〜
」

出
演　

東
山
温
泉
芸
妓
の
皆
さ
ん

日
時　

四
月
二
六
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時

館
長
サ
タ
デ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

自
然
と
の
共
生
〜
博
物
館
に
求
め
ら
れ
る
も
の
１

「
旭
山
動
物
園
の
奇
跡
を
探
る
」

講
師　

旭
山
動
物
園
長
小
菅
正
夫
さ
ん

　
　
　

絵
本
作
家
・
元
旭
山
動
物
園
飼
育
係

あ
べ
弘
士
さ
ん

　
　
　

館
長
赤
坂
憲
雄

日
時　

五
月
三
一
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時
半

館
長
サ
タ
デ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

自
然
と
の
共
生
〜
博
物
館
に
求
め
ら
れ
る
も
の
２

「
タ
イ
ト
ル
未
定
」

講
師　

館
長
赤
坂
憲
雄　

日
時　

六
月
二
一
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時

会
津
学
講
座

第
一
回「
会
津
農
書
」の
民
俗
世
界

講
師　

館
長
赤
坂
憲
雄　

学
芸
員
佐
々
木
長
生

日
時　

四
月
三
日（
木
）午
後
一
時
半
〜
三
時

第
二
回「
風
土
記
・
風
俗
帳
の
民
俗
世
界
」

講
師　

館
長
赤
坂
憲
雄　

学
芸
員
佐
々
木
長
生

日
時　

五
月
八
日（
木
）午
後
一
時
半
〜
三
時

第
三
回「
会
津
の
民
俗
芸
能

―
早
乙
女
踊
・
田
植
歌
・
獅
子
踊
等
―
」

講
師　

館
長
赤
坂
憲
雄　

学
芸
員
佐
々
木
長
生

日
時　

六
月
五
日（
木
）午
後
一
時
半
〜
三
時

◎
企
画
展
関
連
行
事

○
考
古
学
講
座

「
考
古
学
か
ら
探
る
―
古
代
会
津
の
謎
」

講
師　

学
芸
員
横
須
賀
倫
達

日
時　

四
月
一
九
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
二
時
半

○
展
示
解
説
会

講
師　

学
芸
員
横
須
賀
倫
達

日
時　

四
月
一
九
日（
土
）

午
後
二
時
四
五
分
〜
三
時
半

日
時　

五
月
一
一
日（
日
）

午
後
一
時
半
〜
二
時
一
五
分

○
美
術
講
座

※「
親
子
で
写
そ
う
！
け
ん
ぱ
く
大
撮
影
会
」

講
師　

写
真
家
・
東
北
芸
術
工
科
大
学
大
学
院
教
授

内
藤
正
敏
さ
ん

日
時　

四
月
二
〇
日（
日
）

午
前
一
〇
時
半
〜
午
後
三
時

展
示
室
講
座
１

「
中
国
の
英
雄
に
こ
め
た
願
い
」

講
師　

学
芸
員
川
延
安
直
小
林
め
ぐ
み

日
時　

五
月
二
四
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時

※「
麟
閣
茶
会

―
け
ん
ぱ
く
の
宝
と
会
津
の
茶
道
具
で
」

講
師　

学
芸
員
川
延
安
直
小
林
め
ぐ
み

日
時　

六
月
二
二
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

※「
相
馬
駒
焼
の
絵
付
け
に
挑
戦
」

講
師　

相
馬
駒
焼
第
一
五
代
当
主

田
代
清
治
右
衛
門
さ
ん

日
時　

六
月
二
八
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時

「
昔
語
り
」　

講
師　

語
り
部
山
田
登
志
美
さ
ん

日
時　

四
月
一
三
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

「
昔
語
り
」　

講
師　

お
は
な
し
お
ば
さ
ん
横
山
幸
子
さ
ん

日
時　

五
月
一
八
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

「
機
織
り
①
」

講
師　

染
織
工
芸
家
山
根
正
平
さ
ん

日
時　

六
月
一
五
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

「
機
織
り
②
」

講
師　

染
織
工
芸
家
山
根
正
平
さ
ん

日
時　

六
月
二
九
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

常
設
展
示
室
「
歴
史
・
美
術
」
テ
ー
マ
展
示

実
演

場
所　

体
験
学
習
室

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
イ
ベ
ン
ト

講
演
・
講
座

※
は
要
申
込

木
曜
の
広
場

場
所　

講
堂　

入
場
無
料

実
技
講
座

は
く
ぶ
つ
か
ん
で
遊
ぼ
ぉ
！

場
所　

体
験
学
習
室

四
〜
六
月
の
休
館
日

や
さ
し
い
展
示
解
説
会


